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四 人明以来ノ人惨芋
一明治43年水事と岩洲

明治43年 (1910)8月 打ち続く長雨に2つの台風の襲来が

加わり関東甲信越地方に多量の雨を降らせました。利根川

荒川なと主要な河川は急激に水位を増し 関東地方の低地帯
を広範囲にわたり浸水させました。東京では武蔵野台地の東

側に広がる東京低地は松戸のある下総台地まで総て水面と

化したのです.天候は直に回復しますが、8月 中はなかなか

減水せず、市民は不自由な生活を強いられました.当時の

ジャーナリズムは天明3年 0783)7月 に発生した浅間山噴火

に次ぐ天災として「天明以来ノ大惨事」なとと形容するはど

でした。この水害を契機として内務省は岩淵に水門を、旧荒

,1の東側に東京湾まで続く放水路を建設することを決めま

した。本展では、水害の様子が分かる様々な記録類や関係資

料など、画像資料も含めて200点ほどを展示します。

災害年ともいえる本年秋、かつて東京が広く蒙った水害を

今一度ふりかえる機会にしていただければ幸いです。お客様

のご観覧をお待ちしています。

3月 11日 に発生した東日本大震災|` 各地に多くの被害をもた

らしました。東京でも震度 5強 という強ol議れを記録 し 多くの
帰宅困難者が出たことは記憶に新しいかと思います。この地震で

都内の文イヒ財にも多数の被害が出ました。 |し区飛鳥山博物館では

大きなlll害はありませんでしたが IU区内でもお■の石灯篭など

が倒れ 文イヒ財雇園や指定文化財建造物の塀や笙にひびが入るな
どの被害が生じました.地震で傷ついた文イヒ財は今後必要な修理
をおこなっていきます.こ の時に肝要なのは 修理で文イヒ財の価
値を損ねない様にすることです。たとえば lt区指定有形文化財

の日日松澤家住宅Jの大きくヒビの入った壁 (写真)の修理では 現
代の修復枡 lや技法はl●わず もとの上壁と同じ材料 同じ技法
で修理を,い ます。今後都内では 被災した文イし財建造物や定園
などの修理がおこなわれていきますが ひとつひとつその文化財
に適した方法が検.lさ れて実行に移されることになります.

一方 大きな校害を被った東北地方では 地震や津渡の技曹で

[関 連 事業 ]

1 船から現在の荒川流路を見る会
荒川下流河川事務所の巡視船に乗って川沿いの土木遺構を観察

しつつ東京湾河口近くまで下ります.

日時¬ 1月 4日 (金 )午後0時 30分～4時 30分

会場 :荒川
=集
合場所は当館 解散場所は岩淵

定員

講師

費用

申込

30名 1由選)

当館学芸員ほかにケストを予定

SO円 (保険料)来 交通費は各自負担

往復は,き 10月 24日 (月 )必着

2岩 淵水 門の記 録 映 画を見る会
大正期に記録された岩淵水門 放水路工事の映像をもとに当時の
時代状況を振|′返ります.

日,寺 112月 4日 1日

'午

後2時～4時

会場 :当館講堂

定員 80名 け由選 )

講師 :当館学芸員ほかにケストを予定

費用 :無オ斗

申込 :往復はがき11月 24日 (木,必着 (インターネットも可 |

来インターネットでの申込詳細については当館までお問い合わ

せくださt、 ,

く問い合わせ>
〒1140002東 京都北区王子1-1-3 1し区飛鳥山博物館
Te103 0016 1133  Fax03 3916 5900  月曜体館

日本大震災と文化財―守るための取り組み―

泥やがれきにまみれた文化財や公文書も多く 修理以前にこれら
か減矢しない様 全国の文化財を取り扱う団体が協力体制を組織
し始めてぃます。長い時間を経て受け継がれ あるいは多くの幸
運な偶然が重なり残ってきた文イヒ財は 一度失われると 取り戻
すことはできません.将来復興がなった時に tt域の歴史や文イヒ
を伝える文イし財がほとんど失われてしまわないように 懸命な作
業が続けられています.

震災復興が進まない現状

で 文化財保護活動を行う
ことに様々な意見もありま

す。しかし 人々の培って
きた文イしや歴史をつなぐ絆

としての「文化財Jを守る取

り組みは必ずll来につなhl

ることと確イ言します。(山 口)

景工後 増水時に水量を調節|る岩淵水円1当時の絵葉書から, 当館蔵
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考古学研究の舞台となった
西ヶ原と田端

牛山 英昭 (当館学芸員)

東京都内にあって Jヒ区は縄文 守代や弥生 I寺ヽといつた

古い時代の追跡が今も地表下に多く眠る いわば「遺跡の
i庫 Jである 未だ都市化が及ばなかった明治|キ代のメ

`地

は

考占半調査の絶好の対象であったはずであり 産声をあげた
ばかりの日本考吉学をささえた当時の学者たちもこれを見逃

すことはなかった。

日本における近代考古学は |1治 10年 (1877)の ESモー
スによる大 lll具塚 (品川区,の 調査によって幕を開けるが

翌年頃には WSチ ャフリンとイHI「代松によって すでに

西ヶ原貝塚も発見されている.

西ヶ原具塚の本格 lllな 調査に最初に承り組んだのは FT

丼正五郎である.II'「 は 常回大学理科大学 (現東京大学
理学部
'教
授に・t任 した明治25年 (1892, 西ヶ原貝塚の

調査を実施した わずか3日 |・|の調査ではあったが その報
告は 1西 ヶL:員塚探求報青Jと して 計7同 にわたって F束
京人類学会雑誌Jに掲載された その調査地点は「+蓮寺1昌
林十)のすぐ後J と記されており 現在の飛鳥中学校の市
‖|の辺りであったとみられる

その西ヶ原県″に卍近い本釈F通 りに面したところに 明7.

21111893)に 西ケ

'票

農事試験場が開設された ここは現在
北区防災tン ターや滝yF川 体育館などがある一角にあたり

御敗前遺跡に該当する。その.Itl・ 1場市内から 明治26年 頃
に3点の土器が出土していることを のちに大]T=外 が「埴
登土器に・ tでJのなかで.d・tしている.実 はこの3点の上器

は 「弥生式十器_'の 名f7T誕生に大きく関わっていた 「勁

生式上器第 1号Jと して知られる立は lll治 17年 (1884,1:

“

ヶ嗜弥生口T(■文京区弥生口T)に おいて有坂
'日

蔵らによっ

て発見さitた ものである力ヽ その時点ではまだ「弥上式 L器 J
とは呼ばitて いなかった。試験場構内から出 :し た L器がこ

れに無似することから 名動を付けるにあたって 最初の発
見地の町名を採って 1弥生式「 器_と IFばオ■るようになった

の,あ る

その
~弥
■式土器Jを 最 ilに 活字に表したのは 峙田鎗

次lN・である 叢
"は
明治29年 (1896)に巣鴨口TL駒込 (現

豊島区駒込)の邸内で土器群を発見したのを機に 弥生式
L器 とその時代の研究に取り糾1んでいった。研究の主な絆台

となつたのは 「口端 |」 道灌山Jであった.「道注山.と いえ

ば 西日よ■の高Fiを 指すものと思ってしまうところだが 地
続きの口端の高台も当時は

~道
謳山Jと 呼ばれていたらしい.

蒔 は 現在・l田端駅北日付近における土取り工事や 豊
島線 (現山千線,敷設工事にII・ いて台地が大きく肖1り jl aら lt

た断面を観察し 上器をIt集するとともに 住居跡とみられ
る竪穴などがあることを確認し それらの成果を基に次々と
論文を書き著したのである.1+日 の研究の霊台 |口 瑞ヽ道

灌山Jは 現在の田端西台通遺跡にあたる.
西ヶ原や1日 端を坪台に繰り広げられた 明治時代の考十
学者たちによる調査 11究・

~成
果は 現在の日本考古学の

ltと なった そして今も 坪丼や峙口らが日にした遺助はそこ
にあり 発掘調査が行われるたびに 私たちにその姿を見せ
てくttる のである_

蒔田鎗次郎による田端村道灌出発見の弥生式上器
{「東京人類学会雑鰤 第1,2号 ,

X現在では 式 |を 省き「動牛■器Jと するのが 投
`'で

ある
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loseu
クローズアップ

ク¬ ズアリフ |ま平成23■置 専物■~実習生か中心とな,て■成しました

災イニマケズ～大松寺のヒマラヤスギ～

大松寺には高さ18mの立派なヒマラヤスギがあります。も
ともと浅草松清町 (現台東区西浅草)に あった大松寺はあの関

東大震災で焼失。2年後に現在地に移転してきました。それ

と同時に植えられたのがこのヒマラヤスギなのです。戦時中

の空襲によって大松寺周辺も爆弾投下の甚大な被害に遭いま

したが、ヒマラヤスギ

はその戦火を逃れ、戦

後60年以上になる現在

も 堂々とした姿を見
せています。まるで

大津波に負けず東北復

興のシンボルとなった

岩手県陸前高田市の

「ど根性松」のようです

ね。そういえば 大松
寺のビマラヤスギも関

東大震災 をきっかけ

に 死から生への「復
活Jの意を込めて植え

られたんですよ。

“あばたもえくば"穴ボコだらけの大谷石
桐ヶ丘団地を歩いていると、ミョーに気になる石の壁。ボ

コボコ穴が開いていて まるで虫たちに食べられちゃったみ
たい !実 はこれ「大谷石Jと いう石で造られた石壁なんです。

栃木県で切り出されるこの石は 加工しやすく火に強いので
様々な建物の建材として使われています。「穴ボコだらけで大

丈夫 ?Jな んで心配されている方 ご安心ください。その見
た目からムシバミイシなんて異名もあるこの石ですが 論よ
り証拠 約50年 も立派にこの桐ヶ丘団地を支えてくれまし
た 1窪みから草が生えていたり 穴の形で表情が変化したり
愛嬌があっていいと思いませんか?今やコンクリートに取っ

て代わられるようになった大谷石ですが 桐ヶ丘団地だけで
なく いろんな場所で目にすることが出来ます。虫は食べな
いけど味はある。大谷石を探しに町歩きヘレッツ コー 1

江戸のマザーテレサここに眠る

桐ヶ丘団地の南の外れ 道の向こう側にある善徳寺に そ
の名も・お竹夕0来'と いう墓塔があります。お竹は、江戸の頃

日本橋大伝馬口Tの豪商佐久間家にいた奉公人です。ではなぜ

お竹の墓が如来さまの形をしているのかというと こんな由
来があるのです。お竹はとでも慈悲深く 与えられた食事を
貧しい人に分け与え、また 流し受けに溜まった飯粒さえも
無駄にしない倹約家でした。そんなお竹を出羽の行者が「大

曰如来の化身を拝ませてくださいJと訪ねると お竹から後
光がさしたとぃうので

す。こんな話が江戸中に

広がり お竹が成仏 した
後も永 く語 り継がれて

きました。善徳寺は2度

の移転の後 現在地へ落
ち着きました。今ではお

竹の命 日である5月 19

日にちなんで 19日 に

一番近い日曜 日に縁 日

が開かれます。地元の人

達のお竹 を思 う気持ち

がわかりますね。

高くそびえるヒマラヤスギ

歴史を支えた人合石 酵かにたたすむお竹如来
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農地の面影を歩く

くなくなと曲が ,た細い道。その左右の家々は急なil面に張り付くように建っ

ています。ちょ ,び り不思議な場所ですが 実はここ 昔は農業用水だったんで
す.根村用水 またの名を北耕地川といい 江戸時代に掘られました。幅はたっ
たの2m.し かし 下流の七つの村の水田を潤 した大
切な用水でした。だからこそ その水をめぐる争いが
何度もあったようです.明治5年 (1872)に は 上流
の村の農民が竹槍を持って寺にたてこもり 下流の村
の農民と15日 にわたってにらみ合いが続くという事

件が発生.東京府が間に入ってようやく治まりました.

身近に田んぼや畑が無い中で暮らす私たちには なん
だか想像もつきませんな.戦時中は軍用地 そして現
在は住宅地と 様々に姿を変えた西が丘.役目を終え
た用水の跡たけが 農村であった音を伝えています.

ロカのシン|ボ″結X蒼

‐二■flll尽XI■FI=

: i

、一「）／

|■■■1%I 薔|よ■2も違●魏声●|

||ち●́ わ||メ篠ゆ●|

`こ "●
こに桜●

■赤羽西五丁目

・ ,■う

今 ■青 コかり〈ね ,た Jの跡

軍の弓き込み線
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GE  のひとつとして企画展を開催している。本年は3月 19日 (■)  迎えした瞬間は忘れるこ  1鯵露題p甲響熙鬱圏冒窮圏|I  Ю
図   から5月 8日 (日 )を会期に 当館所蔵の戦前から昭和時代   とはできない。この日を  理鶴膠 1■1鬱事伽   距

冨 |:J雇事務lbξそ鷲馬証[lt:ili 督』董見:i:びi甚亥|.メ汗媚■ 謳
GE  化的資産 名所を紹介する春期企画展を開催した。おかげ   子様つれのご来場であつ 瑚  Fだ 難 ても用||  コ
図   さまで個人コレクター 駅弁関連企業のご協力を得て500   た.会期を通じて例年以 ビ lrfil:理千二ζ■   巨
lE  I嵩 :浜馨」l´ I  

‐́‐`~~れ  `~…´
曹星::二   

′
工jユli∵rIE II■濠」:す二JIイ1ヨ■  コ●こ剛 屁 黒 ■  十 ワ イ T 議 ■

直【   i以 |?早
料
1こ
特別展示室 ホワイエ 講堂を会場に一   上の 16.267人 のご来場

 目 il言 ′ し ,11111日|  づコ
口E  堂に列品する展示となった。しかし展示準備も終盤を迎え   者があつたが、何よりも 日lrドε タ ジLI.=illl  コ
げ コ  た3月 11日 、千年に一度という激甚を被害をもたらした東  企画展アンケー トに「被 |■暑恵 老 〔/■ ■ ||■  E
り  :mill[に

度

“

激甚を被害をもたらした東 錮 展ア
作 .Tこ 搾 脚 r`■ ロ  ョ

田   
日本大震災が発生、当館でも常設展示室て考古資料の転倒    災地がんばれ Jの メ ッ L亀 曹1簾 ■11‐搭|■|  づコ

lE  破損等の被害が生した。企画展開催
`危
ぶまれたが幸いに   セ_ジが多数あったこと 目順島g答  [ョ

ー
‐盪 |■   ■

颯 勧 設の被害もなく また震災直後の不安な状況のなかで  なと終生:1:if「 農 躙 J'IC11麟 :■  晒
口E  :II当 [テ:I主

ま`′こ辰人EttVツ刊`ヌ̀
伏
几0フ
`″  ヽ  `こ於・EFイlbイιTil 『薄月 ‐.1■イ|1lLロ   コ

図   催事自粛や外出手控えによる,肖費
マインドの低迷が見られ   示となつた。  (石倉)「ξ昴鳳 |‐ |「「 |111組   頂

き選 `め

…刺……詢  …腔:帰_V_7_V_7_V_7_

1資料紹介 乙女の決意…滝里到‖女子青年団 飛鳥山分団結成式 式辞

今回ご紹介する資料は昭和 19年 l19“)3月 5日 に挙行され

た滝野川女子青年団 飛鳥山分団結成式の式辞原稿です。原
稿は冒頭部分が欠け 二つにちぎれていますが、つなけると
2m以上となる長文です。文章には読み間違えないようにと、

ところどころ鉛筆でフリガナ

`ふ
られています。

女子青年団とは大正期に発展した青年女子の修養を目的と

した「処女会Jを前身に、昭和2年 ■927)文部省が大日本連合

女子青年団として再編成した団体です.|ヒ区域では、昭和 3

年■923)に岩淵町 神下女子青年団と王子町 王子女子青年
団が設立されています。滝野川町では全町を範囲とする青年

男子の滝野川青年団が創設されたのが昭和 4年

“

929)(同 8

年に滝野川区青年団に移行)ですので、女子青年団の創設は

それ以降と考えられます。

資料に目を戻せば、結成当時の分団の団員数は240余名.

本文には「品性向上J「体力増強J「智能を磨くJな ど青年団の目

標が列挙され、最も努めるべきは「同J堅勤勉ノ気風ヲ涵養シ

之ヲ扶植スルJこ とであり、また「何所迄モ温良貞淑Jでなけ

ればいけないと強調されています。

この式辞を読んだのは飛鳥山分団長を務めた当時19才の女

性です.空襲を避けて疎開するまで、分EE長として飛鳥山の

グラウンドでの竹槍割1練や、「親切部隊Jと称する 1日 1回の親

切運動などを行つていたそうです.

決意に満ちた式辞からは、激動の時代に青春期を過ごした

若き女性たちの哀しくもlll気な姿が浮かび上がってきます.

(久イ呆埜 )
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あの日ぁの』キ
名主の滝で涼をとる

今夏は 節電が求められる中での猛暑続きて いつも以上に暑さが身体にこたえた
という方も多かったのではないでしょうか。区内各所の噴水は 連日 水遊びをする
子どもたちの姿で賑わいました。

この写真は梶原利夫氏よりいただいた絵葉書の 1枚で 大正時代中期～昭和時代初
期に名主の湾「男湾J(現  |ヒ 区立名主の滝公園内)に て揮や般引 1枚 という格好で

滝浴みをする涼やかな人々の姿を写したものです。湾浴みとは 江戸時代 夏の涼を
とる遊びとして大流行したものです.武蔵野合地の緑辺部に位置する王子周辺には

当時多くの滝があり 人々はこぞってこの地を訪れ 滝の水を浴びたり 眺めたりし
て避暑をしたといいます.こ の写真が撮影された頃には それらの滝の多くが見られ
なくなっていましたが 高所より流れ落ちる男滝を浴びる人々の情景は 服装こそ違
えども 江戸時代の滝浴みそのものを映しているといっても過言ではないでしょう.
しかし この写真でひとつ気になるのは 一様に人々の表情が険しいということです。

男滝は都内有数の落差 (8m)を誇る滝で 人々の身体に跳ね返る水じぶきからは そ
の水圧の強さが伺えるというもの.い くら夏とはいえ これだけの水圧の中での滝浴
みは 遊びの域を超えるほどの厳しさであったということなのでしょうか,
江戸時ltの残り香が漂うこの写真は 適暑のために 水遊びをするのが子どもだけ

―近代の避暑事情―

(安武)ではなかった時代の人々の姿を 現ltに伝えてくれる貴重な 1枚です.

来館される皆様ヘ

東日本大震災における電力供給不足の対応として 館内
の照明を一部暗くするなどの節電を行っております。ご来

館の皆様にはご不便をおかけいたしますが 何卒ご理解い
ただきますようよろしくお願い申し上げます。

今年も実習生が大奮闘 !

8月 2日 から14日 まで 学芸員資格の取得を目指す4名
の実習生か活躍しました。資料整理に「夏休みわくわく

ミュージアム」のイベント補助 野外での取材 (当 IF4 5
ヘージ)な ど全力で取り組んでくれました。

緑の力…テン

節電対策として 当館では照明をカノトすることのほか
に 西日の射す体験学習室に「縁のカーテンJ(ク リーン

新規ミュージアムグッズの紹介

当館のマスコットキャラクター

コン吉が ハンドタオルになりま
した。(約 25cm× 25cm 国産綿
100%価格350円 )肌触りが良く

吸水力も抜群.受付すぐ側のミュー

ジアムショップにて販売中です。

コーヤ)を作り夏の強い日射 しも

カット.こ の部屋を会場にした

夏休みの体験事業では大活躍 じ

てくれました。(小ぶりながらも

美味しいコーヤも採れました。)

ミニ展示 :中里峡上遺跡出土須恵器

「鳥形平瓶」の初公開のお知らせ

当館2階ホワイエにて中里峡上遺跡

から出土した須恵器「鳥形平瓶Jを初

公開します.全国的に希少な当資料を

人物往来

本年3月 に学芸員の川上真理が当

館を退任し 後任として口中葉子が
着任しました。(当紙 8ベ ージで「い

ろは歌留多Jを担当。文化財業務へ

の意気込みを■ッセイに述べていま

す。)皆様とは講座などで接する機会

もあると存じますが 何卒よろしく
お願いいたします。

この機会に是非ご覧くださぃ.

会期 :平成23年

10月 22日 {土 )～ 12月 4日 {日 )



綱
Ｔ
ヽ

社
，
蚊
‐

んの報告書です。お楽しみに !)

某日、報告書に必要な写真を撮りに十条へ。まずは商店街や町並みを

撮影。うん いい写真が撮れたぞ.鼻嗅ましりに神社へ向かうと 強敵
が出現しました。付近を縄張りとする猫たちです.昼寝中の猫や こち
らを確認するかのようにカメラロ線の猫が、社殿といつしょに写ってし

まう。猫たちからすれば、私は突然あらわれた侵入者.猫が移動してく
れるのを願いつつ、カメラを構えてしつと待つ。次に向かつた地蔵堂で

は お堂の上にカラスがとまつている。おまけに風が出てきて のばり
がパタパタ。のばりの文字がきちんと読めるような写真を撮りたいの

に 1う むむ、野夕I撮影って難しい。

後日、神社の石碑を確認しに出かけました。撮影がないから今日は楽

勝 と思つていたら、新たな強敵が待ち構えていました。境内で碑文を
言売みつつメモをとつていると何やら不穏な音が….ぷお～ん、ぉお～ん。

気付けばヤブ蚊の大集団。境内で殺生するのも気がとがめ、蚊がとまら

ないよう足踏みしつつ ノートは殴り書き.絆社でノート片手に踊って
いる人を見かけたら、それはきつと調査員です。野外調査、恐るべし。

こんな調子で、無事この秋に報告書が発行できるのか?さ あ、次なる

はじめまして。6月 に博物館へ差任しました.

最初の仕事は、十条地区の民俗調査報告書の編集.

(十条のお冒士さんをはじめとする民間信仰、年

中行事、昔の生活についてなどなど、盛りだくさ

■特別展覧会「第10回人F・l国宝奥山峰石と北区の工芸作家

展J(9′ 10～ 10′ 10)

■体験講座「友禅を楽しみ学ぶ講座J(9′ 17 9/13 9′ 24)

■体験講座「人間国宝に学ぶ1鍛全体験講座J(9/19,

■昨 家が語る1作品解説J(0/25 10′ 9,

日本るさとlι 区区民まつり「勾玉ストラ′ブを作ろうコ (10′ 1

10/2)

■講座 隣 絵ギャラリー レクチャーJⅢ O′ 15 12′ 11)
■講座朧 証 江戸名所花暦 をtiしむJ■ 0′ 16 10′ 30)
■秋期企画則 天明以来ノ大惨事―明治43年水書と岩淵J

(10/22～ 12/4)

■講座「博物館バンクヤードツアーJ中 0/29)

■野外講座「古民家めく`′J(10′ 23 10′29 11′ 12 11′ 19)

■計画 快読!江戸のIII綸図を読みとくJ(11′ 3)

■野外講師 船から現在の荒川流路を見る会J■ 1/4)

■文イヒ財講演会陪 軍の鷹卿 と|`区 域の村 J々(11′ 6)

■講座「近世ギキラリー レクチャーJ(11/12 11′ 26 12′ 17)
■文イヒ財講演会「十条地区の民俗調査から」■1/13)

■野外講座 斬 遺跡探訪「 よこあな を訪ね歩くJ(11/19
11′ 20'

■野外講座「幻の江戸東京野薬 練馬大根発祥の地を訪なるJ

(11′25,

■文イヒ財公開事業「稲付餅掲唄の実演と体験J(11′ 26)

■講可 使読!熊野参詣曼茶羅Jい 1′ 27)

学芸員リレーエッセイ
秋 [9月～11月 ]

冬 [12月～3月 ]

ふるさと北区区民まつり(10/1 10/2)文
イヒの日(11/3)は常設晨示室0観覧が無料‐
となります。             .
年末年始の体館|      |‐ |
平成23,セ『′8踏暴‐月

'1自

品

強厳は何だ ? (日中)
ロイベント陪 淵水円の話録映画を見る会J(12/4)
■講座「博物館の歴史を学ぼう」(12ノ 18)

■小学校中学年対応事業「来て 見て さわって!昔の
道具J展 (1/5～ 3/4)

■講座「快読「風俗画報Jで知る百年前の東京」(1/15'

■講座「快読 f江戸名所花唇Jを liしむJ(1′29 3/11)
■講座「遺跡てみる北区の歴史J(2/4 2/11 2/18
2′ 25)

■議座「民俗4T事入門「自酒祭とオビシャJJ(2/5)

■講座「錦絵ギャラリー レクチャーJ(2/19,
■講座「博物館バックヤートツアーJ(2/26)
■ミュージアム コンサート「西洋音楽でたとる江戸時代J

(3/0)
■野夕:講座「武鳥山3つの博物館合同企画史跡巡りJ
(3/4)

■講座「東京|ヒ郊の自然史を学ふJ(3/10)

■春期企画展「北区の遺跡展～発掘調査最前線～J

(3′ 17～ 576)

日常設展示宣活用展示 (3/17～ 5/27)

■講座「第20回新間から読む考古学J(3/13)
■野外議座「歩く勉強会～学園天国 北区J(3/25,

*催し物名は仮称 ( )内の実施曰は予定です.詳綱は
当館発行の「催し物案内J 北区ニュース 北区 HP
をご覧ください.

,と区飛蔦山博物館たより

ばいす27

発 行 日 平成23年 9月 20日
編集 発行 北区飛蔦山慟 ●館

〒1140002 東京都北区王子1■3
TE[ 0339161133

印   昴J ,鵜甍術印凧lII式会社

【開館時間】
午前 10時から午後5時

X観覧券の発行は午後4時 30分

まで

I休館日】
毎週月曜日

(月曜日が国民の祝曰 休日にあた
る場合は開館じ 直後の平日に振
薔lt館 )

年末年始 112月 28曰 ～1月 4日 )

このほかに臨時体館日があ|,ます。

I常設展観覧料】

JR京浜東lt線  王子駅南口より従歩 5,
地下す南|`7.・  西,原駅より従夕 分
部電荒川線 ■鳥山停留場よりt歩 4分
者「バス 草64 ■40系綺 飛鳥山停雪両より
徒歩 5分

|と 区コミュニテ´バス

lF鳥山停留所より従歩 3分

小学生未満は無料

団体扱tヽま20名以上

三館共通券は当館のほか 渋沢史料館

紙の博物館をご覧になれます。

個 人 団体 三館共通券

一般 300円 240円 720円

4ヽ 中高 100円 80円 240円

このr.び東日本人震災の被言に遭われた皆lFに謹んでお見舞いを申し上げます.

こ存知の通り未だ震災の爪あとま深く 心が震える想いがいたします。今号では
前号発4T直前に当館が体験した「震災Jこ関する内容や 当館の震災に対しての取
り組み 思いも出来るだけ皆lTにおlLえ したいと考えました.御感想などをいた
だけると■いです。

干1行物登録番号  232033


